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 視床下部ペプチドである生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン(GnRH)は脳下垂体から生殖腺刺激ホ
ルモンの放出を促進させる。一方、生殖腺刺激ホルモン放出抑制ホルモンの存在は永く不明であっ
たが、我々は生殖腺刺激ホルモンの放出を抑制する新規視床下部ペプチドを鳥類から同定して生殖
腺刺激ホルモン放出抑制ホルモン (gonadotropin-inhibitory hormone; GnIH) と名付けた。GnIH
は 12 アミノ酸残基からなる新規の視床下部ペプチドである。GnIH ニューロンは室傍核に局在して
おり、正中隆起外層の終末から放出された後、新規の G タンパク共役型受容体である GnIH 受容体
が局在する脳下垂体に作用する。最近の研究により、GnIH は生殖腺刺激ホルモンの合成と放出を抑
制して、生殖腺の発達と機能維持を抑えることを明らかにした。さらに、GnIH の発現は松果体と網
膜が合成するメラトニンが誘導することを見いだした。 
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頭部を含まないブラックタイガーの殻で作製したエビ殻ミール（SM）をニワトリ用飼料のタンパ
ク質源として利用する目的で、この SM の栄養成分を測定し、さらにこの SM を含んだ飼料を成長
中ブロイラーに給与して成長成績と消化率を測定した。これまでに報告されている種々の SM の数
値と比較すると、本実験で使用した SM は粗繊維と粗灰分の含量が高く、粗タンパク質含量が低か
った。アミノ酸分析の結果、この SM は一般的なタンパク質源であるダイズ粕と比較して、メチオ
ニン+システイン、リジン、イソロイシン、ロイシン、トリプトファン含量が少なかった。SM を含
む飼料を給与したブロイラーの増体量、摂食量、飼料効率、乾物消化率および窒素蓄積率は多少の
ばらつきがあったが、いずれも SM レベルの増加に伴って減少することが明らかになった。これら
を分散分析した結果、SM8％添加区までは対照区との間に有意差が認められなかったが、SM8%添
加区と SM12％および 16％添加区との間にも有意差が認められなかった。以上から、SM 給与時の
増体量の減少は飼料摂取量、飼料効率および乾物消化率の低下に起因すること、および SM は 4％
以下ならタンパク質源としてブロイラーの飼料に添加可能であることが示唆された。 
キーワード：ブロイラー，消化率，成長成績，エビ殻ミール 
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動物の発生過程において、グルタミン合成酵素(GS)と成長ホルモン(GH)はグルココルチコイドで

誘導されるタンパク質である。この研究ではニワトリ胚の下垂体発生過程において、両者がどのよ
うな関係にあるのかを検索した。コルチコステロン(CS)処理により GS 細胞は 4 日胚(E4)のラトケ
嚢上皮に免疫組織化学的に検出され、GS 細胞密度と GS 活性は E14 まで徐々に増加し、その後 E16
まで急激に増加する。GS 活性は CS 処理により E7 から有為に誘導される。免疫組織化学的に GH
細胞は E11 に検出され、孵化までその数が増加するが、CS 処理により GH 細胞の早期誘導が E8 か
ら認められる。GS 抗体と下垂体ホルモン抗体の二重染色の結果、GS 細胞は下垂体吩側部では ACTH
細胞と、尾部では GH 細胞と一致している。GH の転写因子の 1 つである Pit-1 タンパク質陽性細胞
は、免疫組織化学的に E6 から検出され、E12 までその数が増加するが、CS 処理による早期誘導は
起こらない。以上の結果から、GH 細胞が分化する E8 以前にもグルココルチコイド受容体は下垂体
GS 細胞に既に存在し、その一部は GH 細胞や ACTH 細胞に分化することが明らかとなった。また、
GS は神経伝達物質であるグルタミン酸をグルタミンに変換する酵素であることから、GS 細胞は下
垂体で生理学的に重要な役割を果たしている可能性が示唆された。 
キーワード :グルタミン合成酵素，成長ホルモン，Pit-1，コルチコステロン，下垂体 
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 本実験の目的は、（１）ウズラ精子の Acrosomal proteolytic activity(APA)の検索のため、Gelatin 
substrate slide 法がウズラ精子の APA 測定に可能かどうか検討し、（２）もし利用可能であれば、
それによって Diethylstilbestrol (DES) 処置ウズラ精子の APA を調べることである。その結果、ウ
ズラ精子先体部を中心にして周辺に Acrosin の Gelatin 膜消化によって halo（光輪）が形成された。
精子の Halo 直径は trypsin inhibitor (ovomucoid)の各量（0.0μg、0.5μg、1.0μg、5.0μg および
10.0μg）において濃度が増すごとに有意に小さくなった。これらの結果は、ウズラ精子の APA と



halo 直径との間の密接な関連性を示し、精子頭部に形成される halo 直径によってウズラ精子の APA
測定の可能性が認められた。次に、本法によって測定された DES 処置後のウズラ精子の Halo 直径
は、無処置群の 86.3 μm に比較して 52.2 μm と有意に低い値を示し（P＜0.05）、DES がウズラ
精子の APA の低下を引き起こすものと推察された。 
キーワード：Acrosomal proteolytic activity(APA), ジエチルスチルベストロール , Gelatin 
substrate slide, ウズラ精子 
 


